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/ つの腑と！；つの蚊體。これが禅に觀 K だ。 
どんなにいろいろの讓がこれで初請れ るがぞ！ 
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デッサンは美術の餘りに基本的で最も普遍的な嬰素でをろために、 
な々載に下繪や稍ぶ用のものとして誤うられてむる。 

デッサンは繪識の裸のありさまである。それは色彩の綺羅を薦けな 
いために却つて卒盧に單的に美の本髓を豈巧する。 

ド ラク S ヮは靴てをのり記に書いて、 j つのタブ ロ ー の中にエスキ 
I スのシャルふを化#することの如何に難しいかを噢じてむる。エス 
キ—スのシャルムは乃ちデッサンのシャルムである。 

□ 

裸絕は人脚 Q 最も美しい姿である。格別な注意を惹くともぶはれな 
r いモデルのがや女が、ひとたび詹物を脱いでモデル靈に立つた時、如 
何にも美しく犯し難いやうな威列をみすことはアトリエで常に經驗す 
パ るところである。 

人體は世の中に劍らわたもの、中で敢も葵しくおも微妙な形を持つ 
紀 ものである。顯と顺體と卽岐と、をのを體の統 一 と釣合と構成とのう 
ちに魂の奥底^ものが充ち縱れてむるのを化ょ、淺祕な腺巧から この 
で 美しさを賤しむもの、愚 さょ！ 

例へば U ダンのやうな侮人が生媽を逾じて如何に熱钟に人體を識美 

し、如がに執蜘くをの神秘的な美を•追ホしたことか-これは大きな 

敎訓である。 

□ 

む々な人の色々な巧き方で表はされた鄕體デッサンの藝術をなやう 
として、今度川！：：掏汀、井誤化巧兩巧の朗言と共力を55てこの诚染を 
編んだ。逐次噢をぶねるに從つて漸くも今束西0、なるべく咕ハつたも 
のを取り混ぜて蜗めて行かうとする。肅學义び鑛爲の道にホる 人々. の 
をの幾なのなともなれば編ぶの W 的はおりる。(一九：一二、 一 II) 


大正十二年一巧お円げ刷 
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裸の女が波浪から おると、寢巧から化る 
とに よつてヴィ ナスと 呼ばれ またニニィと呼ば 
れる。これな上の ものを 發見 することは化巧を 
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この請集の第！斬は豫想外のが評をなつて迎へられた。これは化 
種の巧版にをの巧の大半を擔ふべき印刷の技術の巧巧に依るもので、 
自分はをの精巧に縣くと同時に從業の人々の勞を多とするホ第であ 
る 0 

敏もデリヶ I 卜な I 線 I 觸の微にをの生命を托するデッサンを完全 
に複製する第は隨分むづかしい仕事である。 

□ 

人間の精神が汲めども歌」きない淡さを持つと同じやぅに、埃及の太 
巧から幾肯千度となくをの巧體が飽く事なく繰返し挪かれて如何に限 
りなき美しさを裝はしてゐる事か！齊しくこれ一伽の體躯である。 
幾多の美術家はを自の佩性と思想と氣禀とに從つてこれに或は生々し 
たム—ヴマンをホめ或はしなやかな觸感をおめ或は建築的な：^リディ 
テをホめ、或は义皮肉な態度でをの動物性を求め更に幾つかのを勢を 
集めて I つの組立てをしやぅとする。をの變化の多様はこの寫集を播 
く人々の眼に充みに裝當に映じて哀き觀照を購ひ得ること i 信ずる。 
自分はこの難の刊行の徙爾でなかつた事を欣ぶ。二九二= 1、5 


^ 門お；一巧•裸サを y ^ 扣 
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關鐵大 Sill 所な發 


か容巧るあ威键*明說るな明秀み 


トムソ A 敎が (prof. J. Arthur Thomson) の大著『巧學乂系」 crb。 outline of science) は ウェルス 巧が 
遮じ『化巧义化お义系」じがいで爲せろ盧のものを科攀に應がしたもので•を化界が版界の新膽異 
である d 近畔游啟；：進ホみ遠けつ、あろ巧學的發化及ひ科擧ぶおじ願ずろ知薇を獄ホし、然も時 
間、、-憐會ミをおせざるの故を E3 て 么れじ親しみ得ざる幾千の人±は本審じよつてがて平索の漏を お 
すなを得ろでみらぅ。疲じ r 化界义化史妾が J を諮利した弊閣は今间おじ原出版 fl ユウネス 社ミ協 
をの^本帮の誘誰を刊巧ずるこごじなつた。 

木蕾は灭文聲 > 進化論•微生物學> ホ理礙、動物礙•粮物擧•精神科舉、心理舉> 化截•應用科攀 
機诚擧、巧お雖聲あらゆろ科舉を綱維し•伞易明げじして趣味巧き乘致ミ*該9が雜じして製错な 
る挪磯ミを3て、销モ億年のちより廢おに至ろおおの構造•進化の物語ミ諸科擧の發遠を系統的じ| 
欄き、而白きこミル說を凌ぎ> が益なろこミな科乂辭典に劣らざる成功を收めた乂傑作、著者の秀 
が；：？るな備•卓超せる知識•非凡なろ熱心を俟つて初めて赞瑰せられた近時學がの乂藥である。 
巧擧の統一、科擧 S 解化は本說によりて初めて火成されたミいふも誰か之れを茜み得るものぞ。今 
我が國與おの新進帮巧說絮•」绅巧てみ薄門學術部門のか機を裕•之れが日木藉を乂成して我が闊設 
齊界じ雜げがるは光榮措く能はざる處である。 

天地の剧造•天おのローマシスに梁を起し、を辰のホ化を拙き•ホ命辣生、ホ物進化を煎ける巧】 
卷は十巧か化日發刊、な下ニヶ，巧111卷の判を3て隶八卷順をなふて刊了の慷をである。^^.んで巧擧 
說賢の御臟諭を壁む。 






